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矢野惚河教授は、『幼児理解の現象学 メディアが聞く子どもの生命世界」 (l悶文正！？林、 2014年）、
F大人が子とoもにおくりとどける 40の物語 自己形成のためのレッスン』 （ミネルウー ァ書房、 2014
fド）、小笠原道雄・問中毎災・森悶尚人・矢野得司『日本教符土芋の系誠一吉証！熊次・篠原助fiJ・長問
新・森1[{j ()YJ lVi 0;1；房、 2014年）等を出版しました。阪平mr.教授は、 r1nF.心のダイナミズム』 （岩
波現代{i:c;!f、2014年）、 「めぐるI時間・めぐる人生一「輪組とは奥なるめぐる時間Jの務柱IJ （岩
波誠1¥r日本の思想1、第瓦巻』 20日年、 pp.149・175）をI何時で、 『ケア秘!ff~ ・第三三巻・ケアと人間』
（ミネノレヴァcm号、 2013iJo）を編者で出版しました。また、 2013年3月25Iヨから 4月 II＇！にはプ
ータンへ赴き、ヨニ闘における青年調査を行いましたロさらに、京郁夫学をはじめ、東京大学、北海巡
大学、上智火学、開l志tt）、学、 TechnischeUniversitat Dortmund等多くの大学にて諮泌を行いまし
た。鎌凶!l！二教授は、 『究傾 El本の型地』 (IくADOKAWA、2014年）、 『諮｝車スピリチュア，，学第
I@ スピリチュアノレ・ケア』 (BNP、2014fJ'）、 r総監Eスピワチュ71レ学第 2@ スピリチュア
リティと医療・他国む（BNP、2014l')などを紛者で出版しました。加藤m子（£数段は、“Conversation
of Justice: Rawls, Sandel, C乱veil,and Education for Polirical Literacy," in Value aud l,1/i，問。Eco11omicsand justice i1 an 
Age of Global In1erdependence, R. Am" and P. Hershock (eds.) (Hawai'i: Univmity of Hawai'i Pres, 2014）、および
“Compulsion wi出outCoercion: Liberal Education through Uncommon Schooling," in Philosophical Conn品utio出 on








機としての言楽」 ( r京都大学；三学院教育学研究科紀星空J第59号、 2013年、 pp.319-331）。中村
育子 11~ ｝；』J 概念の存在論的捉えm し 上聞はJ！開の「1,t¥i:Jの忠惣を手がかりにしてJ （『京都大学
大学院教育学研’先科紀要J第60号、 2014年、 pp.167-179）。＼VJ例刻「死者の記憶から立ち上がる
市民的倫国l リクールの記憶と隠史に関する論究を手がかりにJ ( r京都六学大学i流教育学研究科s
第60号、 2014年、 pp.195伶207）。 l"Jilむ斐紀「木村議術における美的人間形成ー「絶対1!1の美学」
から美的体験を考える」（ r京都大学大学院教育学研究科紀iJl!J第60号、 2014年、 pp.153-165）。
福若iJ1人「他者の死」への倫理的応答を触発する「教えJーレヴィナス思想に見る「死」の主題化と
「諮り直しJJ ( rホリスティック教育研究s第 17号、 2014年、 pp.45-54）。剖i生諒太 f哲学者
z実践家としての久松J'.J;－－茶道の高官話を手がかりに」 ( r京都大学大学i涜教育学研究科紀iJl!J第60
号、 2014年、 pp.209-221）。尚一念美帆「事1谷美恵子の思怨におけるく脱Iド心的自己生成＞ーその受





Philos叩hyas Education' Education仰 dthe勾wtoSch回lof Phi前中旬P品tgogyfor Human 1加1~品rmation＂ として
20日年日月 22-23日、京都大学首閑年I掃｜台記念館で日船長された困際交流企画の成果です。本会議
は、 2012年に出版された、ポール・スタンディッシュ教授との英語の共同編'/iEd，町岬onand the f0叫0
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